
事業所名 小規模多機能ケアホームうえの家         
 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 6 年 10 月 31 日（16：00～17：00） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ （常勤職員 11名参加） 

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2 人 9 人 人 人 11 人 

 

前回の改善計画  

サービス開始前、開始後に共有すべき情報を回覧し毎日のミーティングにて情報共有を行う。 

体験利用をしてもらう事で情報把握に努める体制を整えていく 

サービス利用計画の変更や追加についても、速やかに発信し情報共有に努める。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

毎日のミニミーティングを行い、記録、情報の確認、申し送り事項、報連相を意識、心掛けるようお互い

に声掛けしあっている。新規サービス開始前には、介護職員とケアマネで実態調査を行い体験利用を進め

ている。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 

4 6 1  11 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 

 11   11 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 

5 

 

6 

 

  11 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 

1 9 1  11 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

サービス開始前、アセスメントの回覧や毎日の申し送りでの情報共有・伝達を行っている。サービス開始

前には体験利用を案内し本人の様子や過ごし方等を記録、情報共有している。コミュニケーションを多く

取ることで安心できる環境作りを行っている。急な利用変更や、追加利用は臨機応変に対応できている。 

グループラインを使い、申し送り、情報伝達にも使用している。 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

利用開始前の情報がきちんと把握できていない場合がある(情報が上手く伝達できていない場合がある)。

情報記録漏れや情報共有漏れがある場合がある。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

サービス開始前、開始後に共有すべき情報を回覧、ミーティングにて伝達共有し、確認を心掛ける。    

本人、家族が必要としているサービスを確認し、本人本位のサービス提供に努める。 

 

 
 

  

１ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 6 年 10 月 31 日（16：00～17：00） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ （常勤職員 11名参加）  

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2 人 7 人 2 人 人 11 人 

 

前回の改善計画  

小規模事業所ならではの活動の充実「～したい」の実現に向けた活動や目標を計画し、評価、記録に残し

職員で内容を共有するようにしていく。 

ご利用者の意見を参考にプログラム内容を検討していく。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

本人、ご家族の「～したい、～して欲しい」を具体的に計画し、介護計画書に入れ込み職員間で共有、共

通意識化している。本人、家族の思いを尊重し日々「～したい」を目指した関りを持つようにしている。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 

 9 2  11 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 

2 7 2  11 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 

1 7 3  11 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 

1 6 4  11 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

日常の活動が定着し、意欲的に活動に参加する方が増えている。 

毎月の定例行事や、季節行事、週末の活動（外出やおやつ会等）を計画し実施する事ができている。 

本人の意向を職員全体で共有し「～したい」の実現に向けた取り組みを行っている。 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

活動に対しての振り返り、改善に向けての話し合いが出来ていない場合がある。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

小規模事業所ならではの、活動の充実「本人の目標」「～したい」を意識した活動や目標を計画し、職員全

員で共有、意識化するようにしていく。 

利用者と一緒に出来る活動内容を検討し充実させていく。実施した活動の振り返りや改善案を話し合い活

動内容の更なる充実化を図る。 

 
 

 
 

 

 

 

  

２ 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 6 年 10 月 31 日（16：00～17：00） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ （常勤職員 11名参加）  

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

4 人 7 人 人 人 11 人 

 

前回の改善計画  

「以前の暮らし方」を意識しながら「日常生活の支援、必要なサービスの提供」を心掛け、残存機能を活

かしながら、「訪問」「通い」「宿泊」を適切に組み合わせ、安心した在宅生活が続けられるよう支援してい

く。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

送迎時などに、ご家族から「自宅での様子」を毎回聞き取り、うえの家での状況等も情報提供している。

必要としているサービスの提案、提供を心掛けている。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 

 1 10  11 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 

 

3 

 

8 

 

  11 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 

 

2 9   11 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 

 

7 4   11 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 

 

 11   11 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

本人の様子を観察し、その日、その時に合わせた支援を行っている。本人の気持ちや体調の変化に気付け

るよう、毎日のミニミーティングで情報共有に努めている。 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

ご利用者の出来る事、介助が必要な事の把握、ケア内容の統一に課題を残している。 

ご利用者個々に合わせた残存機能向上の為のプログラムが弱い。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

本人の気持ちや体調の変化を共有できるよう情報共有を行う。在宅生活を継続できるよう本人の状況に合

わせた介護、残存機能を維持できるよう支援を継続していく。 

 

 
 

  

３ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 6 年 10 月 31 日（16：00～17：00） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ （常勤職員 11名参加）  
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

人 11 人 人 人 11 人 

 

前回の改善計画  

地域での暮らしの支援について、自宅での生活スタイルの確認、必要な地域資源の把握等、情報収集に努

め在宅生活を継続できるよう支援していきたい。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

在宅生活支援の為、ご本人やご家族からの聞き取りにて地域でどのように暮らしてきたか聞き取りを行っ

ている。地域包括支援センター泊と地域活動等について情報共有を行っている。地域行事「那覇ハーリー」

への参加や、地域清掃で地域へ出向き地域交流を図っている。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

 11   11 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 

2 6 3  11 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

1 5 5  11 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

 3 6 2 11 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

自宅での過ごし方等は、送迎時にご家族より聞き取りしている。介護状況に応じて、必要な支援情報等を

提供しながら、在宅生活を継続できるように努めている。 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

地域行事として、5年ぶりに「七夕会」を開催したが、施設内にコロナウイルス陽性利用者が出てしまい 

地域の方を招いての開催は出来なかった。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

地域、自宅での暮らしの支援について、生活スタイルの把握、必要とする地域資源の情報収集に努める。 

地域にある社会資源(施設)として地域へ出向き交流を持つことで、必要なサービスを使いながら地域での

在宅生活を継続できるよう支援していきたい。 

 

 

 
 
 

 

 

  

４ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 6 年 10 月 31 日（16：00～17：00） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ （常勤職員 11名参加）  
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 人 10 人 人 人 11 人 

 

前回の改善計画  

「通い」「訪問」「宿泊」の組み合わせによる ADL や精神状況の変化などを、毎日のミニミーティング内で

検証、協議し、都度提供サービスの見直しを心掛ける。必要なサービスに繋がっていない地域高齢者を、

地域包括支援センター泊と情報共有していく。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

本人、ご家族の希望に合わせた「通い」「宿泊」「訪問」のサービス提供に努めている。法人内併用利用や、

他法人の併用利用を組み合わせ、情報交換、共有している。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 

 7 4  11 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 

 11   11 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 

2 9   11 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 

1 10   11 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

「通い」「訪問」「宿泊」のサービスは、必要な時には、すぐに利用できるよう臨機応変に計画の変更、追

加等は行えている。地域高齢者については、地域包括支援センター泊と情報共有を行っている。 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

地域資源の把握や選択肢を広げる事、家族の希望だけではなく本人に合った支援かの検証には課題が残っ

た。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

「通い」「訪問」「宿泊」の組み合わせにより、本人、家族が満足できるサービスの提供を心掛ける。 

本人の「変化」にすぐに対応できるよう、毎日のミニミーティング内で、報告、検証、協議し都度提供サ

ービスの見直しを心掛ける。法人内連携し、情報を共有する。 

 

 
 

 

 
 

  

５ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 6 年 10 月 31 日（16：00～17：00） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ （常勤職員 11名参加）  

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 人 9 人 1 人 人 11 人 

 

前回の改善計画  

事業所発信の地域交流を模索し、連携、協働を考え実施していく。地域包括支援センター泊や法人内事業

所と情報共有、連携に努める。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

七夕会、消防訓練等、地域住民を招いての定例行事は、施設内コロナウイルス感染者発生の為、事業所の

みでの開催となった。外出での食事会、施設内消防訓練、園芸活動、駐車場やピロティでの野外おやつ会

等を定期的に開催することは出来た。行事へ地域住民を招き参加していただくことが出来た。育てたパッ

ションフルーツを地域へ配り、交流の場を設けることが出来た。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 

1 8 2  11 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 

2 4 4 1 11 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 

 3 7 1 11 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 

2 8 1  11 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

地域住民への行事参加案内や、利用者と一緒に地域へ出向くことで交流の場を持つことが出来ている。 

地域住民が事業所を訪れる機会が増えた。法人内事業所との情報共有、連携は常に行っている。 

 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

施設内での感染症発生時には行事開催実現が難しかった。サービス機関との会議などは、ケアマネのみで

の会議参加しか出来なかった。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

地域にある事業所として地域活動を計画し、利用者と一緒に出来る活動で連携、協働を考え実施していく。

法人と連携し、登録者以外の高齢者の情報を共有し、必要なサービスを提供できる体制を整える。 

 

 

 
 

 

 
 

  ６ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 6 年 10 月 31 日（16：00～17：00） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ （常勤職員 11名参加）  

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

1 人 7 人 3 人 人 11 人 

 

前回の改善計画  

地域に必要とされる拠点となる為「地域交流室」等を活用し、地域との協働に努める。「運営状況」に関し

ては、毎日のミーティングで現在の利用状況等も報告し、職員の意見を確認する。 

 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

年度初めの運営方針会議で年度方針などの会議を実施している。苦情、意見、現在の利用状況等は毎月の

運営会議で報告、毎日のミニミーティングで共有している。 

 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 

 

2 6 3  11 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 

 

3 7 1  11 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 

 

3 5 3  11 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 

2 2 7  11 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

年度初めの、運営方針会議にて「運営状況」については会議開催し情報共有している。 

利用者、家族からの意見等は、毎日のミーティングや記録で情報共有している。毎月の運営会議でも報告

している。地域へ出向き地域清掃活動を行っている。地域の方との交流が増え意見を聞く機会がある。 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

運営に関する職員意識の統一が出来ておらず、ミーティングなどでの運営に関する提案が少ない。 

 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

地域に必要とされる事業所となる為、地域へ出向いた活動や、「地域交流室」「ゆくいば」等を活用した活

動を開催し地域との交流に努める。地域交流活動として毎月の地域清掃を実施する。毎月の運営会議にて、

意見、苦情について報告し記録に残す。「運営状況」は年度方針全体会議にて報告し毎日のミーティングに

て利用状況なども報告し職員の意見を確認していく。 

 
 

 
 

  

７ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 6 年 10 月 31 日（16：00～17：00） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ （常勤職員 11名参加）  

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2 人 9 人 人 人 11 人 

 

前回の改善計画  

研修（動画視聴、ワークシート）等の研修に職員全員が参加できる環境を作る。スキルアップの為に内部

研修や外部研修へ参加出来るよう勤務調整を行っていく。 

リスクマネジメントの為に「ヒヤリハット」の事例をすぐに記録し、情報共有に努める。 

予測できる事故に対してどのように対処していくか対策を共有する。 

 

前回の改善計画に対する取組み結果  

ワークシート、動画視聴等での研修は全員参加できている。外部研修情報を都度共有し、研修へ参加する

ことが出来ている。「ヒヤリハット」の事例や、毎日のミニミーティングで事例報告、検証、対策を共有し

ている。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
 

4 4 3  11 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
 

2 2 7  11 

③ 
地域連絡会に参加していますか 
 
 

 2 5 4 11 

④ 
リスクマネジメントに取組んでいますか 
 
 

1 10   11 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

リスクマネジメントについては、毎日のミーティングにて振り返り、対策を検討、情報共有している。 

ワークシート、動画視聴等を活用した研修には全員参加できている。外部研修情報を共有し、外部研修へ

参加している。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

現場業務の都合上、地域連絡会へは管理者のみの参加となった。 

外部研修への参加機会、独自研修の機会が少ない。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

ワークシート、動画視聴を活用した研修には、職員全員で参加できる環境を引き続き行っていく。スキル

アップの為の研修への参加は、勤務調整を行い参加を促していく。予測できる事故に対してどのように 

対処していくか対策を検討、共有し記録に残す。 

 

 
 

 

 

 
 

  

８ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
平成 6 年 10 月 31 日（16：00～17：00） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ （常勤職員 11名参加）  

 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

2 人 9 人 人 人 11 人 

 

前回の改善計画  

「成年後見制度」に関しては、コロナウイルス感染症対策を行いながら、ワークシート、動画視聴等を活

用し、包括支援センター泊の社会福祉士と連携を取り、研修を実施していく。「身体拘束適正化等に関する

指針」の見直しや年 2回以上の研修会を実施する。 

前回の改善計画に対する取組み結果  

「身体拘束適正化等」については、期間中の検討事項無し、実績なしで経過している。年/2 回の見直しや

ワークシートを活用し研修している。 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 

 

9 3   11 

② 
虐待は行われていない 

 

 

7 4   11 

③ 
プライバシーが守られている 

 

 

5 6   

 

11 

 

④ 
必要な方に成年後見制度を活用している 

 

 

1 1 3 6 11 

⑤ 
適正な個人情報の管理ができている 

 

 

3 8   11 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由を記入すること 

「「身体拘束適正化等に関する指針」に基づいた行動を心掛け、身体拘束は行われていない。「高齢者虐待

防止」については各職員意識し、支援に反映している。個人情報保護については、カルテなどの個人情報

は鍵の閉まる場所に保管している。 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由を記入すること 

「成年後見制度」を活用するケースが無く、職員の「成年後見制度」に関する理解や認識も未だ低い。全

職員の制度の理解、活用術が今後も課題となっている。 

 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

「成年後見制度」に関しては、今後必要になる事を想定しワークシート、動画視聴等の活用した研修の実

施や、外部研修へ参加出来るよう研修計画を立てる。「身体拘束適正化等」指針の見直しや、年 2回以上の

研修会を継続していく。「プライバシーの保護」「個人情報の保護」についても同様に法令尊守していく。 

 
  

９ 


